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　「観音寺から離れているけれど、ふるさと観音寺を応援し

たい」そんな人から寄附金を募り、活気あるまちづくりに役

立てる制度です。

　寄附をすると、現在住んでいる市町村に納めている住民税

などが一部控除されるほか、５千円以上の寄附をいただいた

人には、お礼の気持ちを込めて観音寺の特産品を贈ります。

　夏休みにふるさと観音寺へ帰省している友人や知人に、ぜ

ひこの制度を周知してください。全国各地からの応援をお待

ちしています。

　平成２７年４月１日から、確定申告が不

要な給与所得者は、ふるさと納税の控除

申請を寄附先団体が代わって行うことを

要請することができるようになりました。

　詳しくは、市ホームページ市政情報→

市の取り組み→ふるさと納税で確認して

ください。

　６月１日からがんばれ観音寺応援寄附金の

リニューアルを行ったところ、寄附の申し込

みが増加しています。返礼品協力事業者を募

り、よりいっそう返礼品（市内で生産・製

造・販売している食料品や工芸品など）の充

実を図るため、説明会を開催します。

日時　８月８日（月）　午後６時３０分～

場所　市役所４階４０１会議室

対象　市内事業者

問い合わせ先

企画課地方創生総合戦略推進室　☎２３−３９１７

　ふるさと納税サイト「ふる

さとチョイス」から寄附の申

し込みができます。クレジッ

トカード決済、または払込取

扱票による郵便局からの振り

込みが選択できます。払込取

扱票のついたパンフレットが

必要な場合は、問い合わせて

ください。

企画課

　☎０８７５−２３−３９１７ 

　Ⓕ０８７５−２３−３９２０

　Ⓔｋｉｋａｋｕ＠ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐ

ふるさとチョイス

　５千円以上の寄附をされた人は、お礼の

特産品をインターネットの申し込み画面ま

たはカタログから選択できます。

がんばれ観音寺応援寄附金とは

ワンストップ特例制度

がんばれ観音寺応援寄附金返礼品協力事業者を募集！

申し込み方法

問い合わせ先

がんばれ観音寺応援寄附金
～帰省された皆さんへ ふるさと納税のお願い～

お礼の品が

充実しました！

200メートル

100メートル

200メ
ートル

250メートル

銭形砂絵

スイム・
ランコース

ラン

スイム

１.５キロメートル

（１周回後砂浜に上陸し、再び入水）

有明グラウンドをスタート・ゴールとし、Ａ
−Ｂ間（片道約３．６キロメートル）を５往復
Ｓ−Ａ間（片道約２．２キロメートル）

４０キロメートル

１０キロメートル

９月４日（日）開催 ２０１６
日本学生トライアスロン選手権

観音寺大会

　ことしも「日本学生トライアスロン選手権観音寺大

会」が開催されます。全国７ブロックの予選を勝ち抜

いた約２００人の学生が出場。体力の限界まで挑戦する

学生に熱い声援をお願いします。

　大会当日は、交通規制など大変ご迷惑をおかけしま

すが、ご理解とご協力をお願いします。

競技スケジュール
　女子の部スタート　午前１０時４５分

　男子の部スタート　午後１時４５分

開会式
　日時　９月３日（土）　午後４時～

　場所　大野原会館

　歓迎アトラクション　大野原龗王太鼓

　入場無料（学生以外も入場可）

キッズ
トライアスロン大会
９月３日（土）

開会式　午前９時３０分～

競　技　午前１０時～午前１１時

場　所　琴弾公園特設コース

表彰式　午後４時２０分～

場　所　大野原会館

市民スポーツ課　☎２３−３９４１

スタート

ゴール

周回基点
観音寺乗馬クラブ交差点から４００メートル豊浜寄り

折り返し
県道丸亀詫間豊浜線と県道先林姫浜線との交差点

バイクコース

折り返し

周回基点

有明グラウンド
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正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

　
　
　気
づ
く
・
学
ぶ
・
広
げ
る
人
権

　
　
　
　
　
　差
別
の
根
っ
こ
に
見
え
る
も
の

　日
本
人
の
人
権
意
識
は
、
確

実
に
向
上
し
て
き
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
差
別
や
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
（
特
定
の
人
種
や

民
族
な
ど
の
少
数
者
を
対
象
と

し
た
憎
悪
表
現
）
な
ど
の
人
権

侵
害
が
減
少
す
る
傾
向
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
い

ま
だ
に
差
別
を
引
き
ず
っ
て
い

る
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　本
市
で
は
「
人
権
に
関
わ
る

意
識
調
査
」
を
５
年
ご
と
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果

か
ら
、
原
因
の
一
端
で
あ
る
差

別
の
二
極
化
が
見
え
て
き
ま
す
。

そ
れ
は
、
人
権
問
題
に
対
す
る

無
関
心
層
の
広
が
り
と
ア
レ
ル

ギ
ー
で
す
。
無
関
心
と
は
、
自

分
は
人
か
ら
差
別
さ
れ
た
こ
と

も
な
い
し
人
を
差
別
す
る
気
も

な
い
。
だ
か
ら
、
自
分
に
と
っ

て
人
権
問
題
は
無
関
係
だ
と
い

う
意
識
で
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル

ギ
ー
と
は
、
人
権
、
人
権
と
あ

ま
り
騒
が
な
い
方
が
い
い
。
む

し
ろ
、
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、

そ
ん
な
差
別
は
自
然
に
な
く
な

る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
寝
た

子
を
起
こ
す
な
」
論
で
す
。

　

　こ
の
よ
う
な
差
別
の
二
極
化

こ
そ
が
、
差
別
を
引
き
ず
っ
て

い
る
主
な
原
因
で
、
差
別
問
題

の
根
っ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
特
に
同
和
問
題
に
関

おめでとう
　　　ございます
平成２７年度
　　人権作品優秀賞

柞田小学校６年（平成27年度）
本庄　萌果さん

大野原中学校３年（平成27年度）
鵜殿　拓海さん

し
て
は
、
本
音
と
建
前
の
違
い

が
見
ら
れ
る
人
に
対
し
て
、
問

題
の
本
質
を
正
し
く
理
解
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　２１
世
紀
を
真
の
人
権
の
世
紀

と
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
差
別
問
題
を
正
し
く
理

解
す
る
と
と
も
に
、
人
権
感
覚

を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
弱
者
の

目
線
で
物
事
を
と
ら
え
、
弱
者

の
立
場
で
判
断
し
て
行
動
す
る

と
い
う
価
値
観
を

持
ち
た
い
も
の

で
す
。

　私
た
ち
は
、
自
分
の
人
権
を

行
使
し
、
自
由
と
幸
福
を
追
求

す
る
と
と
も
に
、
他
人
の
人
権

も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　同

和
問
題
は
、
社
会
の
歴
史

的
発
展
の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ

た
身
分
に
基
づ
く
差
別
で
、
憲

法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的

人
権
が
、
今
も
な
お
十
分
に
保

障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
重
大

な
社
会
問
題
で
す
。

　同
和
問
題
の
解
決
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権
を

大
切
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

正
し
く
理
解
し
、
自
分
自
身
の

課
題
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身

近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
人
権
啓
発

　
　
　ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
展

場
所

　市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

期
間

　８
月
２２
日
（
月
）
～
２６
日

（
金
）

◆
え
せ
同
和
行
為
が
発
生
し
て

い
ま
す

　同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
高

額
図
書
等
の
購
入
を
要
求
す
る

「
え
せ
同
和
行
為
」
が
県
内
で
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
行
為
は
、
同
和
問
題
に
対
す

る
誤
っ
た
認
識
を
植
え
付
け
、

偏
見
や
差
別
を
助
長
す
る
行
為

で
、
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
突
然
電
話
が

か
か
っ
て
く
る
な
ど
の
「
え
せ

同
和
行
為
」
に
遭
遇
し
た
場
合

は
、
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
態
度
で
臨
み
、

人
権
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

８
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

利
用
し
て
く
だ
さ
い

人
権
課

　☎
２３

−

３
９
２
８

登
録
型
本
人
通
知
制
度

同
和
問
題
に

　正
し
い
理
解
と
認
識
を

　こ
う
し
た
不
正
取
得
を
防
止

す
る
た
め
、
登
録
型
本
人
通
知

制
度
を
４
年
前
に
導
入
し
ま
し

た
。

◆
一
度
登
録
す
れ
ば
、
無
期
限
で

　
　
　制
度
を
利
用
で
き
ま
す

　登
録
し
た
後
、
転
居
や
転
出

に
伴
う
登
録
事
項
の
変
更
は
、

登
録
者
か
ら
の
変
更
申
請
に
加

え
て
、
公
簿
等
で
確
認
で
き
る

と
き
は
職
権
で
修
正
し
ま
す
の

で
、
利
用
し
や
す
い
制
度
に
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
本
人
通
知
制
度
を

　
　
　
　利
用
し
て
く
だ
さ
い

　不
正
取
得
は
私
た
ち
の
人
権

に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
誰

に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
本
人
通
知
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
誰
か
が
自
分
の

個
人
情
報
を
取
得
し
た
こ
と
が

分
か
れ
ば
、
不
正
取
得
の
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
な
る

不
正
請
求
や
不
正
取
得
を
抑
止

す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
人
権
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　制
度
の
利
用
に
は
、
事
前
に

登
録
が
必
要
で
す
。
本
人
確
認

書
類
を
持
参
し
、
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
で
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
に
よ
る
申
請
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　大
野
原
支
所

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
０

　豊
浜
支
所

　
　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
０

◆
制
度
の
内
容

　事
前
に
登
録
し
た
人
の
戸
籍

謄
抄
本
や
住
民
票
の
写
し
な
ど

を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に

交
付
し
た
と
き
に
、
本
人
に
通

知
す
る
制
度
で
す
。

◆
な
ぜ
こ
の
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　で
き
た
の
か

　戸
籍
謄
抄
本
や
住
民
票
の
写

し
な
ど
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

個
人
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
が
悪
用
さ
れ
る
と
大
変
な

人
権
侵
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　実
際
、
近
年
調
査
会
社
の
依

頼
を
受
け
て
戸
籍
や
住
民
票
の

写
し
な
ど
を
大
量
に
不
正
取
得

し
、
そ
の
情
報
を
売
買
し
て
い

た
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
正
取
得
さ
れ
た
個
人
情
報
は

脅
迫
や
い
や
が
ら
せ
な
ど
に
も

悪
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、

詐
欺
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
結

婚
や
就
職
の
際
の
身
元
調
査
な

ど
に
悪
用
さ
れ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

空き家バンク制度
空き家リフォーム事業補助金

空き家の
実態調査を行います

　使用可能な空き家を有効活用する「空き家バン

ク制度」を実施しています。空き家バンクに登録

すると、市ホームページで登録物件の情報を発信

することができます。また、空き家の利用を希望

する人には登録物件情報を紹介しています。

　空き家バンク制度への登録を条件に、空き家の

「リフォーム」と「不要物の撤去」に対して補助を

行う「空き家リフォーム事業補助金」も利用でき

ます。

　詳しくは、市ホームページ「市政情報→市の取

り組み→定住促進」で確認してください。

問い合わせ先

　地域支援課

　☎２３−３９４９

　市から委託した㈱ゼンリンの調査員が、調査員

証を携行して調査を行います。実態調査のために

空き家およびその周辺の写真撮影も行います。

　ご理解とご協力をお願いします。

　調査期間　８月１日～１０月３１日（予定）

　調査対象　市内全域

　問い合わせ先　地域支援課　☎２３−３９４９

調査員証

写真貼付

IDENTIFICATION CARD

株式会社ゼンリン高松営業所
香川県高松市上福岡町816番地1 TEL.087-861-4704 氏名： ○○ ○○

観音寺市
市民部 地域支援課

観音寺市坂本町一丁目1番1号
TEL.0875-23-3949

右の者､標記調査員であることを証明します。

●期間 平成28年8月1日から10月31日まで

〈調査委託事業者〉

観音寺市空家等実態調査

観音寺市長 白川 晴司
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